
高台にあった教会の跡地。「前庭か
ら四段ほどで大きな門にいたるが、
その内側に、奥行きと幅が8プラサ
あまりの方形の庭があり、それを真
正面にして、奥行きが9プラサ、幅
が5.5プ ラ サ の 教 会 が 建 つ。」
（「1562年10月25日付横瀬浦発信
修道士アルメイダ書簡」より翻訳要
約）＊1プラサは約2.2m

天主堂（教会）跡 
大村純忠が横瀬浦の教会に通うた

めに建てた館の跡地。熱心なキリ

スト教徒であった純忠は部下を連

れて三城城から船で大村湾を横切

り、ここから教会のミサに通った

といわれる。 

大村館跡
横瀬浦開港時代にキリスト教徒

の集落があったといわれる地域。

石の階段を境に上が上町、下が下

町と分かれている。

上町・下町跡
遊郭へ行こか戻ろか思案したという

上町・下町から丸山へと通じる道に

かけられた橋の跡。一説には、「思案

橋」「丸山」などの名称は、横瀬浦が発

祥（それが長崎に伝わった）とも言わ

れている。

思案橋跡
かつてポルトガル人は横瀬浦の港

を、Porto de Nossa Senhorada 

Ajuda（「御助けの聖母の港」の意）

と呼んだという。南蛮船来航の足跡

をのこす碑が1962年、南蛮船来航

400年を記念して立てられた。

南蛮船来航の地
　　　　記念碑

長崎の領主であった長崎甚左衛門は、

大村純忠とともに洗礼を受けたといわ

れる。長崎が公領となると筑後の田中

吉政に仕えた後、大村家に仕えて横瀬

浦の領主となった。

長崎甚左衛門居宅跡

横瀬浦の港口にある小島。頂上に立

つ十字架を目印に、南蛮船が入港し

てきたという。現在の十字架は、

1962年南蛮船来航400年を記念

して再建された。海の駅船番所から

きれいに見ることができる。

八ノ子島1 2 3
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横瀬浦が繁栄したころ、丸山と呼ば

れる遊郭があったと言われるとこ

ろ。

「長袖さま」と呼ばれる遊女の墓が

残されている。

丸山跡
長袖さまの墓5

かつて栄えた貿易港の足跡を歩く、中世の港町散策。






